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平成29年４月20日(木)

平成29年度ＦＣＰ活動の進め方について

平成29年度ＦＣＰ活動説明会

食料産業局 食品製造課 食品企業行動室

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局
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内 容

１. 平成29年度のＦＣＰ活動について

２. ＦＣＰ“つくる/みがく”活動（研究会・勉強会活動全般）
（１）食品の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会
（２）標準・制度に関する勉強会（ＪＡＳ制度の見直しについて）

３．ＦＣＰ若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～

４. ＦＣＰ“つながる/ひろげる”活動
（交流・活動拡大、普及戦略・普及活動全般）

（１）つながる会議
－１ ＦＣＰ基礎講座「食の安全・信頼向上のためのセミナー」

（２）ひろげる活動
－１ 地域ブランチ
－２ 子ども霞が関見学デー

５. その他
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１.平成29年度のＦＣＰ活動について
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連携
ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体

つくる/みがく
（研究会・勉強会活動）

ひろげる/つながる
（普及戦略・普及活動、交流・活動拡大）

食品事業者普及
促進（セミナー）

•各種普及
プロジェクト

•６次産業化
との連携

•各種イベント
への出展

•消費者対話実施

ＦＣＰ活動

・地方自治体
・大学等学術機関
・他省庁
・関連団体

農林水産省ＦＣＰ事務局

FCPつながる会議

食の安全・信頼向上のための
セミナー

地域
ブランチ

平成２９年度ＦＣＰ活動 全体図（素案）

Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.

標準化 人材育成

・セミナー
・グループワーク
・ネットワーキング

プラス
・事業者による実践
・消費者とのコミュニケーション

地域における 活動のひろがりをもっと
4

ＦＣＰ若手
フォーラム

新たな知見の
蓄積（勉強会）

標準・制度に
関する勉強会

消費者
普及促進
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これまでの活動効果と課題
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【活動の効果】

 業種、業態を超えた情報共有

（課題の共有等）

 標準化活動（ツールの作成）

 活動に参加することによるレベル

アップ（人、企業）

【議論の中で提示された課題】

 地方中小企業等へ食の安全・信頼

の取組の普及が不十分

 FCP活動やツールの認知度が低い

（ＦＣＰの情報発信力が弱い）

 消費者の食品に対する要求が高

まっている中､消費者対応に関す

る取組が少ない

取組の継続

２ 今後の活動

１ これまでの活動効果

手法の見直し
または取組の充実
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食の安全・安心の観
点から企業行動を考
える

平成29年度 FCP研究会・勉強会活動等

企業活動の参考とな
り得る新たな知見を
蓄積する
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つながる会議

つ
く
る
／
み
が
く

ひ
ろ
げ
る
／
つ
な
が
る

 FCP若手フォーラム

 食の安全・信頼に関する新たな知
見の蓄積勉強会

人材育成

ひろげる活動

 標準・制度に関する勉強会

標準化

食の安全・信頼向上のためのセミナー
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２．FCP “つくる/みがく” 活動
（研究会・勉強会活動）
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（1）食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会
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・食品の安全を確保するとともに、消費者の信頼を得るためには、食
品事業者を取り巻く社会環境の変化や消費者意識の変化等を把握す
るとともに、変化に応じた対応を実施していくことが重要となって
います。

・そこで、様々な観点から有識者等を招いて、時々の変化に対する企
業活動の参考となり得る新たな知見を蓄積する勉強会を開催します。

食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会
趣旨
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【勉強会の進め方】

① 有識者の方の講演（全体）

有識者の方より、食の安全・信頼の向上に関する最新の情報につい

てお話しいただきます。

② 事業者の方の講演（全体）

事業者の方より、テーマに関する実際の取組事例についてお話しい

ただきます。

③ ディスカッション（グループごと）

グループごとに論点について議論していただき、情報共有や新たな

課題の整理を行います。

食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会
進め方
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食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会
テーマ（案）

【２】最先端ＩＣＴ技術と食の安全
ICT技術の現状と今後・事業の事例
ICT技術の発展により想定されるリスクと食の安全

【３】食の安全と信頼向上のためのコミュニケーション①
SNS・ネット炎上への対応と、従業員教育による危機管理

【４】食の安全と信頼向上のためのコミュニケーション②

【１】
午前：食の安全・安心ネットワーク

ＦＣＰの狙いと機能、ツールの活用を通じた信頼向上の取組

午後：食の安全・信頼～海外と日本の比較から
海外の食の安全に対する取組と日本の課題
海外の飲食店・新しい食品表示インフラの取組



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

12Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.
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6/23(金)
予定

食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会
スケジュール（案）
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（２）標準・制度に関する勉強会
（ＪＡＳ制度の見直しについて）
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標準・制度に関する勉強会
テーマ案
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テーマ：【ＪＡＳ制度の見直しについて】

• JAS規格制度について、ビジネスシーンで役立つものとなるよう大幅に見直
すこととしています。

• これにより、これまでJAS規格として定めることが出来なかった食品の製造、
保存・保管、輸送、販売の方法を含め、食品に関連する規格であればあらゆ
るものが定められるようになります。

• また、自らの商品、技術、取組のレベルの高さやこだわりといった「魅力」
を規格として見える化し、既存のものとの差をアピールしたいといったニー
ズにも対応できるよう、JAS規格を事業者から提案いただきやすい手続を整
備します。

• 本勉強会では、ビジネスシーンにおけるＪＡＳ規格の活用アイデアについて
事例を含めて紹介するとともに、ＪＡＳ規格を提案する際の手続などについ
て情報提供を行います。

• 皆様からの具体的なご提案があれば、プロジェクト化しＪＡＳ規格化に取り
組みます。
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標準・制度に関する勉強会
スケジュール（案）

２９年度

ＪＡＳ法改正の告示

ＪＡＳ法改正法案の国会審議

■新たな民間申出制度の運用開始
■新たなＪＡＳ規格の制定に着手

Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.

３０年度
■新たなＪＡＳ規格についての認証開始

標準・制度に関する勉強会（ＪＡＳ等）
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memo

16Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

３．ＦＣＰ若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～
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・ 近年、消費者が食品に不安を抱くような事案が起きており、
食の安全・安心への取組は、今や１企業だけにとどまらず、フー
ド・チェーン全体での取組が求められています。

・ また、食の安全・安心への取組は、食品を取り扱う事業者に
とって終わりのない取組であり、次代を担う若手社員に対し、Ｆ
ＣＰの基本的な考え方や食の安全・安心について学ぶ機会を設け、
受け継いでいかなければなりません。

・ そこで、リスクマネジメントの手法、規格や事業者の食の安
全への取組事例を学び、参加者１人１人が食の安全・安心の観点
から企業行動を考えることを目的として、ＦＣＰ若手フォーラム
を立ち上げます。

FCP若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～

趣旨
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（１）内容

● 食の安全・安心に関係する事前学習をしながら、６～８名のグループの中で

企業行動について議論し、最終的にグループで「新入社員向け研修プログラ

ム～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～」を作成することを通じ

て理解を深めるとともに人的つながりを構築します。

（２）参加者

● 30代前半程度までの次代を担う若手社員を対象とします。

● 1年間を通して成果を得るため、毎回の出席を基本とします。

● １チーム内のメンバーは、様々な視点での知見を深めることを目的とし、

様々な所属部署の方々で構成します。例えば、品質管理担当者、お客さま

サービス担当者、製造工場ライン担当者、バイヤー、店舗部門責任者等です。

FCP若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～

進め方①
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（３）議論の進め方・その他

● 専門家による講義とグループ討議を通して、グループごとに最終成

果物「新入社員向け研修プログラム～食の安全・安心の観点から企

業行動を考える～」を作成していただきます。

● 1回1回が単発会とならず、最終的に成果に繋げていくゼミ形式と

します。議論は、ファシリテーターが主導していきます。

＊ファシリテーター：東京農業大学 農山村支援センター 中山 幹生氏

● 参加者間の親睦を深めるため、各回、ランチ会や懇親会を予定します。

（４）他勉強会への参加案内

● 本フォーラムに参加登録された方へは、更なる知見の蓄積ができるよう、

平成29年度に開催される「食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強

会」に自動的に参加登録させていただきます。

FCP若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～

進め方②
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FCP若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～

テーマ案①

【１】イントロダクション
～行政の施策／食をめぐる情勢／FCPとは～

・イントロダクションとして、行政の施策、農林水産を中心とした食をめぐる情勢についての講義と

FCPの説明を行い、１年間の勉強会における論点の整理を行う。
・ワークショップでは自社の取組についてホームページ等を閲覧しながら、ベーシック１６を記入する。

【２】我が社のリスクマネジメント
～協働の着眼点に即した事業者取組の事例を学ぶ～

・協働の着眼点に即した事業者取組の事例を学ぶ

・ワークショップでは、第１回目のイントロダクションを受けて、グループとしての最終成果物の作成に
向けて、グループごとの計画書を立案する。

【３】専門家講義テーマ（未定）
・専門の講師から、講義をいただく。

・ワークショップでは、各自が取材計画書をもとに取材しまとめた「グッドプラクティス（ＧＰ）カー
ド」を素材に、どの実践例を使ってストーリーを構成するかを検討し、紙芝居プレゼンテーションの紙面
構成を決定する。
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FCP若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～

テーマ案②

【５】最終成果物の発表と本勉強会総括
・グループごと「新入社員向け研修プログラム～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～」

を発表する。
・その後、それぞれの成果物の評価として、投票を行う。
・本勉強会の総括として振り返りディスカッションを実施する。

【４】成果物制作作業（ワークショップのみ）
・取材映像、資料素材を、はさみ、のり、ぺんを使って、紙芝居を作成する。

・また、プレゼンへ向けて原稿を作成する。
・新入社員向けに、分かりやすい言葉で、図で、構成で表現されているかを最終的に確認し、
次回プレゼンまでの打合せをチームで実施する。

【活動・成果報告会】
・平成２9年度ＦＣＰ活動成果報告会において、勉強会報告を行うとともに、
第５回フォーラムにおいて実施したプレゼンに対する投票結果発表と表彰、
表彰チームによる最終成果物のプレゼンを行う。
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FCP若手フォーラム
～食の安全・安心の観点から企業行動を考える～

スケジュール（案）

プレゼンテーション

・紙芝居
プレゼンテーション

専門家講義イントロダクション

・行政の施策

・食料産業をめぐ
る情勢

・FCPとは？

第１回
7/7(金)

ワークショップ

第２回
9/1(金)

第３回
10/13(金)

第4回
11/17(金)

第5回
1/19(金)

「イントロダクション」

ベーシック１６
を書いてみる

「計画書立案」

・編集方針の決定
・取材計画の策定

「編集会議」

・各自の取材ネタ「Ｇ
Ｐカード」をもとに、

伝えるコンテンツを
絞り込む

「制作作業」

・プレゼンシート作成
・プレゼン原稿作成

「総括」

これまでの
振り返り

「信頼を高めるコミュニ
ケーションを学ぶ」

・取引先に関する事例
・お客様に関する事例
・緊急時に関する事例

「 」
・
・
・

13:30-17:30
後 懇親会

10:00-16:30
間 ランチ会

10:00-16:30
間 ランチ会

13:30-17:30
後 懇親会

13:30-18:00
後 懇親会
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memo
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